
可
税
小
説
程
七

の
桜
花
静
へ
置
を
ば
い
ら
わ
た
と
云
。
同
物
也
。
此
物
柔
軟
竪
協
に

し
て
‘
能
く
刀
叙
に
塔
。
原
問
叉
左
衛
門
は
多
く
取
貯
へ
て
着
込
に

刷
出
せ
り
。
乎
の
内
か
ろ
く
切
れ
ば
き
る
る
也
o

よ
く
切
れ
ば
級
切
、
鈴

地
主
能
く
か
A

ゆ
と
云
。
尾
添
の
百
姓
兄
弟
相
議
し、

股
に
い
ら
わ

た
を
抽
出
設
も
放
軍
ね

τ、
一
試
に
州
側
胞
に
て
矯
打
け
る
に
不
ν
徹
。
但
共

丸
の
逃
は
年
経
て
も
不
泊
と
。
一
町
一
仲間山崎一一定以

叉
此
皮
K
て
決
取
簡

を
製
し
出
す
o
乎
K
は
藤
紘
を
付
、
是
を
と
ね
り
と
と
云
よ
し
。
原

問
叉
太
夫
へ
笥
聞
け
る
民
、
木
の
名
は
い
ら
ぎ
と
先
え
た
る
よ
し、

製
し
世
所
の
治
込
多
く
あ
り
と
云
o

叫
叫
一
端
批
郡
山
一
一
叩
郡
山
写
信
州
鰍
訪

の叫曜
、
別

々
に
し
た
の
木
と
云
あ
り
。
土
民
K
薄
け
れ
ば
、
組
世

τ

五
六
ク
年
ほ
ど
に
成
れ
ば
、
皮
と
肉
と
自
然
民
政
れ
・
共
木
を
指
し

ね
れ
ば
が
う

f
kと
鳴
也
。
共
時
皮
を
糾
取
也
。
若
共
時
を
過
ぬ
れ

ば
、
皮
肉
合

τ剥
取
事
か
た
し
。

E
用
K
も
難
成
。
抜
取
て
は
粗
皮

を
剖
去
り
、
ひ
た
も
の
晒
し
ね
れ
ば
雲
の
如
〈
白
〈
成
也
o
糸
に
換

て
潟
共
得
、
廿
間
外
仰
K
て
も
別
に
飾
る
也
。
共
外
妙
裂
な
ど
に
剤
る

俄
は
知
之
や
と
幹
泊
る
に
、
左
様
の
都
は
承
不
由
。候
と
い
ふ
o
m凶器削

ι
V
3
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‘，プ
y
dv

持
制
措
州
却
に
白
彬
衣
特
鎖
巾
.
H
本
紀
K
彬
会
な
ど
L

云
は
、
そ
の

タ
タ
ナ

布
を
衣
会
等
陀
せ
し
事
也
。
叉
盗
事
記
に
彬
縄
と
い
ひ
し
は
‘
共
叫制

上
之
上
米

上
之
中
米

上
之
下
米

中
之
上
米

中
之
中
米

中
之
下
米

下
之
上
水

下
之
中
米

下
之
下
米

此
過
に
て
上
之
上
米
と
巾
者
、
川棚
上
米
を
抗
出
し
、
上
之
上
米
陀
仕

候
も
の
故
.
至
極
高
芭
の
米
也
。
自
微
妙
公
右
御
需
有
之
候
時
分
迄

は
、
此
上
の
上
米
を
以
て
御
船
米
に
仕
候
所
、
此
以
後
此
米
は
不
被

篤
召
上
候
由
。
九
段
制
の
直
段
と
山
中
候
は
‘
上
中
下
三
段
の
米
芭
段

を
一
つ
陀
仕
り
、
打
入
て
算
用
仕
事
に
候
。
月
俸
に
微
妙
公
御
代
よ

り
、
御
定
被
成
候
中
の
頭
米
直
段
と
巾
候
は
.
上
米
の
三
段
の
直
段

と

一
つ
に
い
た
し
た
る
を
巾
供
。
た
と
へ
を
以
て
巾
見
候
は
ば
、

尾
張
の
上
米
拾
石
有
之
候
庭
、
北
ハ
内
五
石
主
ば
上
中
下
に
按
分
て
、

上
の
上
米
を
以
て
御
膳
米
と
し
、
共
外
は
二
段
托
分
可
申
候
。
掠
磁

る
五
石
を
ば
按
分
不
申
炉
、
て
、
何
ほ
ど
と
直
段
を
立
候
を
、
中
の
頭

米
の
直
段
と
申
候
。
則
月
俸
の
直
段
に
何
也
市
叩
候
。
共
故
中
の
上
米
よ

り
も
、
直
段
高
直
に
付
巾
候
旨
中
候
所
、御
附
胞
被
遊
供
。
北
ハ
節
段
A

月
体
の
御
愈
殻
有
之
、
向
後
一
石
陀
付
武
百
星
陀
鮪
候
は
ど
可
越
御

鑓
候
。
無
左
内
は
場
格
の
通
り
可
相
波
旨
被
仰
出
候
。
空
ハ
邸
付前

一
.
中
黒
道
路
被
召
出
事

可

観

d
読
経
七
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五

皮
を
も
て
抑
制
と
な
し
た
る
也
。
古
歌
に
あ
ま
の
た
く
細
な
ど
h

よ
め

夕

、

タ

-
q

る
是
也
。
右
し
な
の
木
と
い
ふ
も
の
、
上
古
K
彬
彬
と
い
ひ
し
も

の
と
同
物
と
見
え
た
り
o

柏崎一一一拙叫叩一川噛ト叫叫一
抑制ド
~
r
m
hM
b
h
は

一
、
中
の
頭
米
市
一
段
と
い
ふ
都

本
邸
月
俸
に
、
中
の
頭
米
直
段
と
一
E
事
・
並円
A

石
債
銀
成
百
星
に
渦

候
は
ば
可
及
言
よ
と
一
耳
事
・
一
旦
承
候
迄
K
て
は
雄
心
得
俄
也
。
有

前
市
左
の
過
に
て
共
諮
問
え
巾
候
。

十
年
許
前
は
直
段
間
合
・
奥
力
の
完
役
K
て
共
頃
長
屋
奥
右
衛

門
相
勤
候
。
u
m
m
一
山
間
知
鳩
山
内
凶
或
時
御
次
迄
興
右
術
門
被
召
出・

横
山

筑
後
等
を
以
御
野
被
成
候
は
、
尾
政
米
の
中
の
新
米
の
直
段
と
巾
候

て
却
て
上
の
中
米
の
直
段
よ
り
倣
高
直
に
侠
儀
、
名
目
に
も
合
不

申
候
。
御
合
結
不
参
候
。
若
作
り
物
陀
仕
候
即
山
花
候
は
げ
為
、
御
吟
味

の
上
告
品
皮
可
被
仰
付
の
旨
被
仰
出
候
。
奥
右
衛
門
市
候
者
、
不
倒
御

間
被
成
候
て
は
、
中

之
仰
合
駄
の
可
会
誌
に
て
然
御
座
候
。
た
と
へ

を
以
て
可
巾
上
候
や
と
巾
候
所
、
た
と
へ
成
と
も
何
成
共
仕
り
、
御

前
に
御
合
鮪
参
候
椋
可
仕
の
旨
被
仰
山
候
。

れはれ
川町
山崎一
足
肢
の
三
年

米
の
何
回
上
米
中
米
・下
米
、
此
三
巡
り
有
之
候
を
三
段
づ
L
分
候
E

九
段
と
申
候
。

、，

中
黒
道
路
・
若
名
川
削
右
術
門
と
も
、
揃
兵
街
と
も
巾
供
。

一町一吋
初
石
川

主
殿
顕
殴
陀
器
仕
、
大
阪
の
役
に
抑
持
制
酬
の
披
乗
し
.
北
ハ
武
功
に
て

加
増
も
給
候
。
主
殴
政
資
は
大
久
保
相
模
守
山
ψ

隣
の
賀
子
也
。
相
州

は
耶
蕊
{一軍の山山
花
付
.
不
首
尾
陀
付
制宮
居
故
、
主
阪
駅
も
御
革
勢
の

内
に
て
無
之
候
。
忍
て
被
致
御
供
候
。
攻
手
の
内
陀
て
師
…
之
に
付
、

博
努
淵
へ
被
向
候
て
も
、
般
も
知
県
之
候
。
然
所
中
朗
一
一
知
兵
街
、
小
舟

一
位
求
出
し
、
鉛

E
仙仰に
し
抽
出
て
会
り
、
傍
語
大
口
安
左
街
門
以
下

九
人
取
乗
踏
切
紀
遂
に
致
披
来
候
。
主
殿
願
手
柄
陀
能
成
、
一
高
石

御
加
増
奔
傾
也
O
M
m
m
同
時
抜
染
丸
人
の
者
仔
細
有
之
、
石
川
家
主

立
返
申
候
。
弧
兵
術
は
八
人
の
者
共
よ
り
、
以
後
陀
立
退
巾
候
。
依

之
主
殿
政
三
代
の
問
、
一
-
十
じ
年
奉
公
被
椛
候
。
但
流
浪
の
内
懇
誌

に
て
、合
力
又
は
茶
な
ど
も
賜
申
候
。
正
保
一
冗
年
七
十
五
裁
に
て
鱗
被

菟
、
上
野
南
光
坊
口
入
に
て

、
微
妙
公
被
召
出
、
直
に
首
公
へ
御
附

被
成
候
。
此
時
石
川
股
は
、
勝
所
披
主
に
て
此
回
目
御
問
、
於
披
内
部
時

服
有
之
‘
家
来
共
迄
料
迎
被
下
候
。
二
千
石
陀
被
召
出
候
所
、
共
後

嚇
晶
子
太
左
衛
門
、
諜

m肥
前
守
政
に
混
在
候
所
被
召
出
、
二
千
石
太

左
街
門
へ
紋
下、

道
随
は
ニ
ト
ロ
月
俸
被
下
供
。
八
十
五
歳
の
時
迄

京
都
御
供
相
勤
、
明
勝
三
年
八
寸
八
歳
に
て
病
死
也
。

五




